
モジュール３－自動的（もしくは定期的）情報交換に関するモジュール
1.
自動的情報交換とは？
１．
自動的情報交換（「定期的情報交換」と呼んでいる国もある）とは、納税者の源泉国から居住国へさまざまな所得カテゴリー（配当、利子、使用料、給料、年金など）に関する納税者の情報を一括して計画的かつ定期的に提供することである。源泉国では通常、支払人（金融機関、雇用者など）による支払い申告などを通じてこうした情報を定期的に収集している。また、自動的情報交換を通じて、居住地の変更、不動産の購入や処分、付加価値税（VAT）還付金
など、他の有用な情報の提供も可能である。その後で居住国の税務当局は、租税記録を調査して、居住納税者が国外源泉所得の申告を行っているかどうかを確認できる。また、重要な資産の取得に関する情報を把握することで、各人の正味資産の評価を行い、その資産取引に対し申告所得が合理的な額であるかどうかを判断できるかもしれない。自動的情報交換に参加する国はますます増加しつつあり、テープ、ディスケット、CD-ROMといったさまざまな媒体を使用することはもちろん、紙ベースでも情報の提供を行っている。 

2.
自動的情報交換の利点 

２．
磁気媒体やデジタル形態で受け取った国外源泉情報は、受取側の租税データベース（関係情報だけを抜き取るための移行プログラムを使用していることが多い）に入力し、自動的に納税者の申告所得と照合することができる。情報を処理するうえでこれほどコスト効率のよい方法は他にないだろう。たとえば、オーストラリア国税庁の2004-05年度コンプライアンスプログラム（2004-05 Compliance Program）は、2003-04課税年度の間に国外源泉所得のデータ照合監査を1,171件完了させ、300万オーストラリアドルを超える負債を回収したと報告している。また、磁気媒体やデジタル形態で受け取った国外源泉情報は、自動的な照合ができなかった場合や通常の手順として、手作業でも照合ができる。 さらに、磁気媒体での自動的情報交換は、必要に応じて効果的・効率的に各地域の税務署に情報を配付したり、あるいはリスク分析を目的としてデータベースに情報を提供したりすることも可能にしてくれる。  

3.
法的根拠 

３．
自動的情報交換は、下記のいずれかを法的根拠とすることができる。 

i. 二国間所得税協定の情報交換条項
ii. 租税問題の相互行政援助に関する欧州評議会／OECDの共同多国間条約（Joint Council of Europe/OECD Convention on Mutual Administrative Assistance in Tax Matters）の第6条
iii. 相互援助に関するEU理事会指令77/799/EEC（EU Council Directive 77/799/EEC on Mutual Assistance）の第3条（最新改定版） 

iv. EU貯蓄課税指令2003/48/EC（EU Savings Directive 2003/48/EC）
v. 付加価値税（VAT）における行政協力に関するEU理事会規則1798/2003（EU Council Regulation on administrative cooperation in the field of VAT 1798/2003）の第17条
vi. 2004年11月16日付けの物品税における行政協力に関するEU理事会規則（Council Regulation of 16 November 2004 on administrative co-operation in the field of excise due）
vii. 租税情報交換に関するCIATモデル協定（CIAT Model Agreement on the Exchange of Tax Information）の第4条3項  

4.
自動的情報交換に関する協定と覚書
４．
所得税協定の情報交換条項や相互援助協定の自動的情報交換条項は、自動的情報交換の法的根拠となるものである。また、国によっては、提案されている自動的情報交換の条件を定めるため、特別な運用協定や覚書（MOU）を締結するところもあるだろう。そのような協定やMOUでは、自動的に交換する情報の種類、情報の送受手順の詳細、使用フォーマット、納税者番号（TIN）の提供に関する条件を規定するのが普通である。こうした協定やMOUを公式に公開すれば、脱税の抑止効果を期待することも可能かもしれない。協定やMOUは、通常、定期的に見直しが行われる。 

５．
OECDでは、税務当局間の運用協定のベースとして使用してもらえるよう、「租税目的のための自動的情報交換に関する権限ある当局間の覚書（モデル）C(2001)21/FINAL」（Model Memorandum of Understanding between Competent Authorities on Automatic Exchange of Information for Tax Purposes C(2001)21/FINAL）を用意している。 

６．
OECDのモデルMOUには、下記をはじめとして、自動交換が可能な情報をリストアップしている。 

· 一つの州から他の州への居住地の変更 

· 不動産の所有権とそれからの所得
· 配当
· 利子
· 使用料
· キャピタルゲイン
· 給料、賃金など雇用の報酬
· 役員報酬およびそれに類似の支払い 

· 芸術やスポーツから得た所得、年金およびそれに類似の報酬、公務員の給料、賃金などの報酬、ギャンブル収入などのその他の所得、付加価値税（VAT）／売上税、物品税などの間接税や社会保障の支払いといったその他の項目
· 手数料およびそれに類似の支払い
７．
OECDのモデルMOUでは、自動的情報交換の際にはOECDの標準磁気フォーマット（SMF：Standard Magnetic Format）（将来フォーマットを更新した場合には、OECD理事会が推奨するその更新フォーマット）を使用すること、そして納税者番号（TIN）がある場合にはそれを提供することを勧告している。TINは、受け取った情報の処理と照合を容易にするほか、相手方の当事者に何らかの問い合わせが必要になったときに、便利な参照となるかもしれない。この点に関して、OECD理事会では、1997年にTINを国際的コンテクストで使用することを勧告した（ C(97)29/FINAL参照）。OECDでは、「加盟国は、非居住の所得受取人に対し、居住国のTINを開示するよう勧告すべきである。加盟国は、こうした開示を義務付けるべきである」と考えている。非居住者の所得に関する自動的情報交換について言えば、居住国のTINがわかっていれば、受け取った情報と納税者の申告所得との照合が大幅に円滑化することは間違いない。この後の付属文書に、国内でのTINの活用概要と国際的なTINの活用概要を示した。   

5.
実施

5.1
情報提供フォーマットの標準化と新しい媒体の使用 

８．
自動的情報交換の効率を高めるには、フォーマットを標準化することが必要である。1981年にOECDは、紙ベースの自動的情報交換フォームを作成し、特定の情報の標準化を導入した（C(81)39/FINAL）。1992年には、技術の発展に乗じて、磁気テープで納税者の情報を提供する標準磁気フォーマット（SMF）を作成した。受け取った情報を納税者の申告情報と自動的に照合する効率をさらに向上させるため、SMFは、各国の経験を基に1997年に改定された。OECD理事会では、1997年にこの改訂版のフォーマットを使用するよう勧告を出している（C(97)30/FINAL参照）。 SMFのレコードレイアウトには、下記のフィールドが割り当てられている。
· 受益者、その代理人もしくは仲介者、所得の実際の支払人、その代理人もしくは仲介者。どの一連のフィールドも、同一のパターンに従って、TIN（居住国・源泉国双方のTIN）、氏名、通称などその他の氏名、生年月日（該当する場合のみ）、住所の各情報を提供している。
· 所得（課税年度、日付、支払いの種類、通貨、総額・正味額、源泉課税、還付金など） 

９．
フィールドは、居住国TINと源泉国TINに割り当てられている。SMFは、自動的情報交換に参加しているOECD加盟国によって使用されているだけでなく、非加盟国の間でも利用されるようになってきている。SMF実施の手引きとして、各国語の電子ユーザーマニュアルも用意している。このマニュアルはCD-ROMで提供するもので、OECD事務局から取り寄せることができる。2002年には、EU理事会が、貯蓄課税指令の実施に向けた標準フォーマット（FISC 39）を採択したが、これはOECDのSMFをベースにしたものである。2008年には、EU諸国は、STFに似たフォーマット （FISC 73）の使用を開始することにしている。 

10．
さらにOECDでは、今後SMFに取って代わるものとして、自動的情報交換の「次世代」フォーマットを開発した。これは、標準送信フォーマット（STF：Standard Transmission Format）と呼ばれるもので、XML（extensible mark-up language）
をベースにしている。XMLは、その多くの利点（メッセージの内容と表示構造の分離が可能、人・機械双方による読み取りが可能、モジュール性と柔軟性に優れている、文書がXML構造の「契約」（“contract”）に適合しているかをチェックすることが可能など）から今日の情報技術で広く採用されている文書マークアップ言語である。STF実施の手引きとして、各国語のSTF電子ユーザーマニュアルを用意している。このマニュアルは、OECD事務局か、権限ある当局向けのOECDセキュアサイトから入手することができる。当面SMFとSTFが共存していくことになるため、この2つのフォーマット間の変換を行う移行プログラムを開発し、締約国の使用標準フォーマットが異なっていても自動的情報交換が行えるようにしている。
5.2
セキュリティ：暗号化とその他の方法
11.
自動的に交換する磁気媒体の情報は、安全な方法で提供することが求められ、実現可能な限り暗号化するのが望ましい。そのような情報は、今ではディスケット—特にCD-ROM—で提供されているが、どちらも暗号化ソフトウエアを使えば、提供国は簡単にそれを暗号化することができる。暗号化ソフトウエアのGNU PG
についてはすでに試験を行い、それを使って情報を暗号化しCD-ROMで提供している国もいくつかある。このGNU PGやそれと同等の商業ソフトウエアは、自動的情報交換のセキュリティ確保に適していることがわかっている。もし暗号化できないようであれば、ディスケット、テープ、CD-ROMは、外交用郵袋など安全な郵便システムで提供するのがいいだろう。   

6.
受領国からのフィードバックの重要性 

12．
自動的情報交換の効率を向上させていくには、情報提供国へのフィードバックが不可欠である。自動的に交換された情報に関する受領国からのフィードバック（IT面からのものばかりでない）は、交換情報をさらに有効活用していくうえできわめて重要なのである（提供データの出所を知ったり、しばしば起こるエラーを特定したりするなど）。また、フィードバックは、税務当局が情報交換のための資源の正当性を確認するうえでも有効である。さらにOECDでは、もっと総合的な評価のため、SMFの利用に関して定期的に組織的な調査を行っている。フィードバックの内容には、受け取ったデータのアクセシビリティ、正確性、完全性や、納税者レビュー／調査の結果概要といったデータの有用性に関するコメントなどが含まれる。 

7.
今後の展開：リスク分析のツール
13．
各国では、自動的に受け取る海外源泉の情報を、照合目的だけでなく、リスク評価――特にもっと詳細な税務調査を必要とするケースの選択――を目的としてもっと戦略的に活用し始めている。 
付属文書（情報交換担当者のためのセキュアサイトでも入手可能）
自動的情報交換に関する覚書のOECD勧告（ www.oecd.org/taxation 参照）
OECD標準磁気フォーマット（SMF）
OECD標準磁気フォーマットユーザーガイド
OECD標準送信フォーマット（STF）
標準送信フォーマットユーザーガイド 

SMFからSTFへの移行プログラム
STFからSMFへの移行プログラム
海外情報源参照ガイド（ www.oecd.org/taxation参照）
自動的情報交換のためのOECD標準磁気フォーマット1997年改訂版

はじめに

OECD標準磁気フォーマット改訂版は、1992年標準磁気フォーマットを改良したものである。
OECD標準磁気フォーマット改訂版では、下記の標準を定めている。
1
レコードレイアウトと2つのテーブル
2
OECD国外データ交換用磁気媒体仕様
3
磁気媒体に添付する物理的ラベル
1.
レコードレイアウト
国名、通貨、日付、使用文字の定義、ファイル構造、媒体のラベル付けのコードについては、国際標準化機構（ISO）の国際標準（ISOコード）を使用している。2つのテーブルは、受取人の種別と支払人の種別のコード、並びに所得コードを示している。
レコードレイアウトには104のフィールドがあり、最後のいくつかは記入者フィールドになっている。
フィールド2 ～40は、受益者に割り当てられている。
フィールド41～55 は、受益者の代理人もしくは仲介者に割り当てられている。
フィールド56～71は、所得の実際の支払人に割り当てられている。 

フィールド72 ～86 は、支払人の代理人もしくは仲介者に割り当てられている。
どの一連のフィールドも、同一のパターンに従って、納税者番号（TIN）、氏名、通称などその他の氏名、住所の各情報を提供している。
フィールド87 ～100は、所得（課税年度、日付、支払種別、通貨、総額・純額、源泉税額、還付金など） に割り当てられている。
フィールド101と102は、参照に割り当てられている。 

フィールド103と104 は、記入者が追加情報を提供するために割り当てられている。 

各フィールドには番号が振られているほか、開始位置、長さ、データタイプ（N= numeric（数値）、AN=alphanumeric（英数字）、B=blank（ブランク））が示されている。
全般的な手引きと各国の仕様について記したユーザーマニュアルを提供しておく。 

 OECD標準磁気フォーマット改訂版レイアウト
	
	フィールド名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	1
	データタイプ指標
	1
	1
	N
	0 – 反復データ
1 – 新規データ
2 – 修正

	2
	受益者
居住国コード

	2
	2
	A
	ISO 3166 

2バイトのアルファベットまたはブランク

	3
	受益者
居住国 TIN
	4
	20
	AN
	居住国納税者番号

データがない場合はブランク

	4
	受益者
源泉国コード

	24
	2
	A
	ISO 3166 

2バイトのアルファベットまたはブランク

	5
	受益者
源泉国TIN
	26
	20
	AN
	源泉国納税者番号

データがない場合はブランク

	6
	受益者
OECDの受取人の種別
	46
	2
	AN
	テーブル1参照

	7
	受益者
生年月日

	48
	8
	AN
	ISO 8601: CCYYMMDD または
CCYYMM または
CCYY 
不明の場合にはブランク

	8
	受益者
名前フォーマットの種別

	56
	1
	N
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、名前の詳細は、57～266バイトの左寄せ文字列で入力する。

	9
	受益者

キーネーム

	57
	70
	AN
	「キーネーム」とは、個人の場合には姓、法人の場合には組織名のことである。

	10
	受益者

その他の名前

	127
	70
	AN
	その他の名前としては、ファーストネーム、ミドルネーム、イニシャルなどが含まれる。

	11
	受益者

称号

	197
	35
	AN
	称号には、Mr、Mrs、Doctor（博士）、Sir、Professor（教授）などが含まれる。

	12
	受益者

サフィックス

	232
	35
	AN
	サフィックスには、Esquire、Senior、Junior などが含まれる。

	13
	受益者

性別

	267
	1
	AN
	F – 女性
M – 男性
N – 個人でない場合
U – 不明

	14
	受益者

出生都市
	268
	35
	AN
	

	15
	受益者

出生都市の下位単位
	303
	35
	AN
	

	16
	受益者

出生国コード
	338
	2
	A
	ISO 3166 

2バイトのアルファベットまたはブランク

	17
	受益者
通称その他

名前フォーマットの種別
	340
	1
	N
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、名前の詳細は、341～550バイトの左寄せ文字列で入力する。

	18
	受益者
通称その他

キーネーム


	341
	70
	AN
	「キーネーム」とは、個人の場合には姓、法人の場合には組織名のことである。



	19
	受益者
通称その他

その他の名前

	411
	70
	AN
	その他の名前としては、ファーストネーム、ミドルネーム、イニシャルなどが含まれる。

	20
	受益者
通称その他

称号
	481
	35
	AN
	称号には、Mr、Mrs、Doctor（博士）、Sir、Professor（教授）などが含まれる。

	21
	受益者
通称その他

サフィックス
	516
	35
	AN
	サフィックスには、Esquire、Senior、Junior などが含まれる。


	22
	受益者
気付
名前フォーマットの種別

	551
	1
	N
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、名前の詳細は、552～761バイトの左寄せ文字列で入力する。

	23
	受益者
気付
キーネーム
	552
	70
	AN
	「キーネーム」とは、個人の場合には姓、法人の場合には組織名のことである。

	24
	受益者
気付
その他の名前
	622
	70
	AN
	その他の名前としては、ファーストネーム、ミドルネーム、イニシャルなどが含まれる。

	25
	受益者
気付
称号
	692
	35
	AN
	称号には、Mr、Mrs、Doctor（博士）、Sir、Professor（教授）などが含まれる。

	26
	受益者
気付
サフィックス
	727
	35
	AN
	サフィックスには、Esquire、Senior、Junior などが含まれる。


	27
	受益者
住所の種別

	762
	1
	N
	0 – 居住用または事業用 

1 – 登記上本店
2 – その他または不明

	28
	受益者
住所フォーマットの種別

	763
	1
	N
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、住所の詳細は、764～912バイトの左寄せ文字列で入力する。

	29
	受益者
住所の通り名
	764
	70
	AN
	

	30
	受益者
住所の都市名
	834
	35
	AN
	

	31
	受益者
住所国の下位単位
	869
	35
	AN
	州、省など

	32
	受益者
住所の郵便番号
	904
	9
	AN
	

	33
	受益者
住所国コード

	913
	2
	A
	ISO 3166 

2バイトのアルファベットまたはブランク

	34
	受益者
その他の住所の種別

	915
	1
	N
	0 – 居住用または事業用 

1 – 登記上本店
2 – その他または不明

	35
	受益者
その他の住所フォーマットの種別

	916
	1
	N
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、住所の詳細は、917～1065バイトの左寄せ文字列で入力する。

	36
	受益者
その他の住所の通り名
	917
	70
	AN
	

	37
	受益者
その他の住所の都市名
	987
	35
	AN
	

	38
	受益者
その他の住所国の下位単位
	1022
	35
	AN
	州、省など


	39
	受益者
その他の住所の郵便番号
	1057
	9
	AN
	

	40
	受益者
その他の住所国コード

	1066
	2
	AN
	ISO 3166 

2バイトのアルファベットまたはブランク

	41
	受益者の

代理人または仲介者TIN 1発行国コード 
	1068
	2
	A
	ISO 3166

2バイトのアルファベットまたはブランク

	42
	受益者の

代理人または仲介者
TIN 1
	1070
	20
	AN
	受益者の代理人または仲介者の納税者番号

データがない場合はブランク

	43
	受益者の

代理人または仲介者TIN 2発行国コード
	1090
	2
	A
	ISO 3166 

2バイトのアルファベットまたはブランク

	44
	受益者の

代理人または仲介者TIN 2
	1092
	20
	AN
	受益者の代理人または仲介者の納税者番号

データがない場合はブランク

	45
	受益者の

代理人または仲介者名前フォーマットの種別

	1112
	1
	N
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、名前の詳細は、1113～1322バイトの左寄せ文字列で入力する。

	46
	受益者の

代理人または仲介者キーネーム
	1113
	70
	AN
	「キーネーム」とは、個人の場合には姓、法人の場合には組織名のことである。

	47
	受益者の

代理人または仲介者その他の名前
	1183
	70
	AN
	その他の名前としては、ファーストネーム、ミドルネーム、イニシャルなどが含まれる。

	48
	受益者の

代理人または仲介者称号
	1253
	35
	AN
	称号には、Mr、Mrs、Doctor（博士）、Sir、Professor（教授）などが含まれる。

	49
	受益者の

代理人または仲介者サフィックス
	1288
	35
	AN
	サフィックスには、Esquire、Senior、Junior などが含まれる。


	50
	受益者の

代理人または仲介者住所フォーマットの種別

	1323
	1
	N
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、住所の詳細は、1324～1472バイトの左寄せ文字列で入力する。

	51
	受益者の

代理人または仲介者
住所の通り名
	1324
	70
	AN
	

	52
	受益者の

代理人または仲介者住所の都市名
	1394
	35
	AN
	

	53
	受益者の

代理人または仲介者住所国の下位単位
	1429
	35
	AN
	州、省など

	54
	受益者の

代理人または仲介者住所の郵便番号
	1464
	9
	AN
	

	55
	受益者の

代理人または仲介者住所国コード
	1473
	2
	AN
	ISO 3166 

2バイトのアルファベットまたはブランク



	56
	実際の支払人
TIN 1発行国コード
	1475
	2
	A
	ISO 3166 

2バイトのアルファベットまたはブランク

	57
	実際の支払人
TIN 1


	1477
	20
	AN
	実際の支払人の代理人または仲介者の納税者番号

データがない場合はブランク

	58
	実際の支払人
TIN 2発行国コード

	1497
	2
	A
	ISO 3166 

2バイトのアルファベットまたはブランク

	59
	実際の支払人

TIN 2
	1499
	20
	AN
	実際の支払人の代理人または仲介者の納税者番号

データがない場合はブランク

	60
	実際の支払人
OECD支払人コード
	1519
	2
	AN
	テーブル1参照

	61
	実際の支払人

名前フォーマットの種別

	1521
	1
	N
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、名前の詳細は、1521～1731バイトの左寄せ文字列で入力する。

	62
	実際の支払人
キーネーム

	1522
	70
	AN
	「キーネーム」とは、個人の場合には姓、法人の場合には組織名のことである。

	63
	実際の支払人
その他の名前

	1592
	70
	AN
	その他の名前としては、ファーストネーム、ミドルネーム、イニシャルなどが含まれる。

	64
	実際の支払人
称号

	1662
	35
	AN
	称号には、Mr、Mrs、Doctor（博士）、Sir、Professor（教授）などが含まれる。

	65
	実際の支払人
サフィックス
	1697
	35
	AN
	サフィックスには、Esquire、Senior、Junior などが含まれる。

	66
	実際の支払人
住所フォーマットの種別

	1732
	1
	N
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、住所の詳細は、1733～1881バイトの左寄せ文字列で入力する。

	67
	実際の支払人
住所の通り名
	1733
	70
	AN
	

	68
	実際の支払人
住所の都市名
	1803
	35
	AN
	

	69
	実際の支払人
住所国の下位単位
	1838
	35
	AN
	州、省など

	70
	実際の支払人
住所の郵便番号
	1873
	9
	AN
	

	71
	実際の支払人
住所国コード

	1882
	2
	A
	ISO 3166 

2バイトのアルファベットまたはブランク

	72
	支払人の

代理人または仲介者
TIN 1発行国コード
	1884
	2
	A
	ISO 3166 

2バイトのアルファベットまたはブランク

	73
	支払人の

代理人または仲介者
TIN 1
	1886
	20
	AN
	代理人または仲介者の納税者番号

データがない場合はブランク



	74
	支払人の

代理人または仲介者

TIN 2発行国コード
	1906
	2
	A
	ISO 3166 

2バイトのアルファベットまたはブランク

	75
	支払人の

代理人または仲介者
TIN 2
	1908
	20
	AN
	代理人または仲介者の納税者番号

データがない場合はブランク

	76
	支払人の

代理人または仲介者
名前フォーマットの種別

	1928
	1
	N
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、住所の詳細は、1929～2138バイトの左寄せ文字列で入力する。

	77
	支払人の

代理人または仲介者
キーネーム
	1929
	70
	AN
	「キーネーム」とは、個人の場合には姓、法人の場合には組織名のことである。

	78
	支払人の

代理人または仲介者
その他の名前
	1999
	70
	AN
	その他の名前としては、ファーストネーム、ミドルネーム、イニシャルなどが含まれる。

	79
	支払人の

代理人または仲介者
称号
	2069
	35
	AN
	称号には、Mr、Mrs、Doctor（博士）、Sir、Professor（教授）などが含まれる。

Mr, Mrs, Doctor, Sir, Professor etc.

	80
	支払人の

代理人または仲介者
サフィックス
	2104
	35
	AN
	サフィックスには、Esquire、Senior、Junior などが含まれる。


	81
	支払人の

代理人または仲介者
住所フォーマットの種別

	2139
	1
	N
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、住所の詳細は、2140～2289バイトの左寄せ文字列で入力する。

	82
	支払人の

代理人または仲介者
住所の通り名
	2140
	70
	AN
	

	83
	支払人の

代理人または仲介者

住所の都市名
	2210
	35
	AN
	

	84
	支払人の

代理人または仲介者
住所国の下位単位
	2245
	35
	AN
	州、省など

	85
	支払人の

代理人または仲介者
住所の郵便番号
	2380
	9
	AN
	

	86
	支払人の

代理人または仲介者
住所国コード
	2289
	2
	A
	ISO 3166 

2バイトのアルファベットまたはブランク

	87
	情報提供国

課税年度の末日
	2291
	8
	AN
	ISO 8601

CCYYMMDD または
CCYYMM または
CCYY 

不明の場合にはブランク

	88
	支払い日
	2299
	8
	AN
	ISO 8601

CCYYMMDD または
CCYYMM または
CCYY 

不明の場合にはブランク

	89
	支払種別
	2307
	4
	AN
	テーブル2参照

	90
	情報提供国の支払いの種別
	2311
	4
	AN
	

	91
	支払われた総所得の通貨コード
	2315
	3
	A
	ISO 4217 

3バイトのアルファベット

	92
	支払われた総所得額
主要通貨単位
	2318
	18
	N
	主要通貨単位のみ

	93
	支払われた純利益の通貨コード
	2336
	3
	A
	ISO 4217

3 Alpha

	94
	支払われた純利益額
主要通貨単位
	2339
	18
	N
	主要通貨単位のみ

	95
	源泉税額の通貨コード
	2357
	3
	A
	ISO 4217 

3バイトのアルファベット

	96
	源泉課税額
主要通貨単位
	2360
	18
	N
	主要通貨単位のみ

	97
	税率

	2378
	4
	N
	nn.nn  仮想小数点

データがなければブランク

	98
	租税還付金の通貨コード
	2382
	3
	A
	ISO 4217

3バイトのアルファベット

	99
	租税還付金額
主要通貨単位

	2385
	18
	N
	主要通貨単位のみ

	100
	還付日または最初の還付日
	2403
	8
	AN
	ISO 8601

CCYYMMDD または
CCYYMM または
CCYY 

不明の場合にはブランク



	101
	情報提供国の参照番号
	2411
	70
	AN
	問い合わせの参照のために付する各記録の番号


	102
	修正参照番号
	2481
	70
	AN
	この記録が修正記録である場合に付する参照番号（フィールド1参照）

該当しない場合はブランク


	103
	記入者の一般使用フィールド
	2551
	105
	AN
	使用しなければブランク
情報とともに提供するテクニカルノートに従い記入


	104
	記入者の特別な取り決めのフィールド
	2656
	105
	AN
	使用しなければブランク

情報提供国と受取国の間で取り決めた事項を、情報とともに提供するテクニカルノートに従い記入



テーブル1：受取人と支払人の種別
01 個人 

02 法人 

03 パートナーシップ
04 法人・パートナーシップ以外の事業組織
05 政府または国際機関
06 その他（記入者フィールドに具体的に記入）
07 不明
テーブル2：OECDモデル条約（OECD Model Convention on Income and Capital）の条項番号に応じた所得コードの種別
6—不動産所得
7—事業所得
10—配当
11—利子
12—使用料
13—キャピタルゲイン
14 –自由職業所得
15—給与所得
15a—総計（付加給付含む）
15b—金額のみ。ただし、二国間協定に従い、付加給付に関する追加情報を記入者フィールドに記入
15c—金額のみ
16—役員報酬
17 –芸術やスポーツ活動の所得
18—年金 

19—公務と公的年金の所得
20—教育・トレーニングを目的とした学生への支払い
21-- その他の所得 

2.
OECD国外データ交換用磁気媒体仕様標準
	経済協力開発機構
国外租税データ交換
磁気媒体仕様


	
	情報提供国名

	

	ID情報
	受取国名

	

	
	情報提供国の連絡先

 氏名

電話番号
	

	
	送付した媒体の総数

	

	媒体
情報

	ファイル名
ファイル名フォーマット： xxyyzznn

xx= 情報提供国
       （コード：ISO 3166の2バイトのアルファベット）
yy= 受取国
      （コード：ISO 3166の2バイトのアルファベット）
zz= 提供年
nn= ファイルの連番
        （zzにxxからyyに送付されたnn番目のファイル）
	

	
	レコード長

	

	
	ブロック長

	

	
	記録密度

	

	
	作成日

	

	
	データの課税年度

	

	コメント____________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________


	権限ある当局の署名

	肩書き

	日付



3.
磁気媒体に添付する物理的ラベルの標準
経済協力開発機構
国外租税データ交換
磁気媒体に添付する物理的ラベル
	OECD標準磁気媒体フォーマットで交換する国外租税データ


	情報提供国：
受領国：
レコード長
媒体のレコード数
媒体の連番（n of m（m中のn）または n/m）：

	ファイル名：
データの課税年度
ブロック長：
記録密度：


	注：提供した租税データは、その交換を取り決めた国際協定に従い使用される。



OECD標準磁気フォーマット（SMF）ユーザーガイド
英語版（レコードレイアウトテーブルと解説のどちらも英語）
OECD標準磁気フォーマット改訂版（SMF 1997）は、1992年標準磁気フォーマットを改良したものである。OECD標準磁気フォーマット改訂版では、（1）レコードレイアウトと2つのコードテーブル、（2）OECD国外データ交換用磁気媒体仕様—データ提供文書、（3）磁気媒体に添付する物理的ラベルの標準を定めている。
1997年版レコードレイアウト
国名、通貨、日付、使用文字の定義、ファイル構造、媒体のラベル付けのコードについては、国際標準化機構（ISO）の国際標準（ISOコード）を使用している。2つのテーブルは、受取人の種別と支払人の種別のコード、並びに所得コードを示している。レコードレイアウトには、最後の記入者フィールドを含め104のフィールドがある。フィールド2 ～40は、受益者に割り当てられている。フィールド41～55 は、受益者の代理人もしくは仲介者に割り当てられている。フィールド56～71は、所得の実際の支払人に割り当てられている。フィールド72 ～86 は、支払人の代理人もしくは仲介者に割り当てられている。どの一連のフィールドも、同一のパターンに従って、納税者番号（TIN）、氏名、通称などその他の氏名、住所の各情報を提供している。フィールド87 ～100は、所得（課税年度、日付、支払いの種類、通貨、総額・正味額、源泉課税、還付金など） に割り当てられている。フィールド101と102は、参照に割り当てられている。フィールド103と104 は、記入者が追加情報を提供するために割り当てられている。各フィールドには、（1）フィールドの番号、（2）フィールドの開始位置、（3）長さ、（4）データタイプ（A=alphabetic（アルファベット）、N= numeric（数値）、AN=alphanumeric（英数字）、B=blank（ブランク））が示されている。アルファベットや英数字を記入するときは左寄せ、数値を記入するときは右寄せで行う。フィールドの記入内容がスペース全体を満たさない場合には、残りのスペースはブランクにしておく。数値フィールドのときは、リーディングゼロで満たしてもかまわない。
	 フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F001
	***ドキュメントタイプ指標
	1
	1
	n
	0 – 反復データ、1 – 新規データ、2 – 修正


このフィールドは、この後に続くデータが新規か、すでに送ったデータの反復（受け取れなかった場合など）か、すでに送ったデータの修正かを示すために使用するものである。このフィールドは、それを含んでいる1つのレコードだけに適用される。反復・修正データの場合には、その反復・修正対象となるレコードの識別子（フィールド＃101）をフィールド＃102に記入しなければならない。受取国がその反復対象となるレコードを見つけられなかった場合には、そのデータは新規データとみなされる。修正対象となるレコードが見つからなかった場合には、その修正データは反復データとして取り扱われる。レコードの提供—そしてもっと重要なこととして、レコードの処理は—必ず「反復—新規—修正」の順で行うようにする。修正の場合、変更のないフィールドも、フィールド＃101を除いてそのまま再度（すなわち、反復）送る。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	RBO
	***受益者
	
	
	
	


フィールド＃2～＃40には、受益者に関するデータを記入する。 受益者とは、いずれかの締約国の居住者（法人または個人）で、租税上特定の所得に対し権利を有し、その利益を得ている者で、所得を受け取っている経済的・法的状況、事実状況など関連状況（二重課税条約など）を考慮して特定される。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F002
	**居住国コード
	2
	2
	a
	ISO 3166 ; 不明の場合はブランク


受益者が居住している国のコードをISO 3166の2バイトのアルファベットで記入する。データがなければブランクにしておく。とはいえ、データの送付先を知らないはずはないので、「不明」であるケースはまずありえないだろう。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F003
	**居住国TIN
	4
	20
	an
	源泉国納税者番号

データがない場合はブランク


条約上受益者が居住している国の受益者の納税者番号（TIN）を記入する。データがなければブランクにしておく。居住国でTINと言えるものが存在せず、その他の識別子を租税目的で常時使用している場合には、TINの代わりにそれを記入してもよい。その他の（一般的な）識別子があればそれも照合に役立つだろうが、そうした識別子は、その種別の説明とともにフィールド＃104に記入する。データと一緒に提供する各国固有の情報（SMF文書やテクニカルノート）にも、その他役に立ちそうな情報があればそれを記入することができる。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F004
	**源泉国コード
	24
	2
	a
	ISO 3166 ; 不明の場合はブランク


所得が支払われている国のコードをISO 3166の2バイトのアルファベットで記入する。データがなければブランクにしておく。とはいえ、これは情報提供国のコードなので、「不明」であるケースはまずありえないだろう。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F005
	**源泉国TIN
	26
	20
	an
	源泉国納税者番号

データがない場合はブランク


所得が支払われている国で割り振られた受益者の納税者番号（TIN）を記入する。これは、米国のように非居住者にもTINを割り振る国についても同様である。記入する番号がどういう類のものであるかをフィールド＃104に記入しておくといいだろう。そのような番号が利用できるかどうか相手方締約国が判断する手立てとして、SMF文書での各国固有の情報に、役に立ちそうな追加情報を含めておくこともできる。データがなければブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F006
	**OECD受取人種別
	46
	2
	an
	コードテーブル1参照


コードテーブル1から受取人の種別を選び、記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F007
	**生年月日
	48
	8
	an
	ISO 8601: CCYYMMDD、CCYYMM または CCYY 
不明の場合はブランク


ISO 8601標準（CCYYMMDD、CCYYMMまたは CCYY（C = 世紀、Y = 年、M = 月、D = 日））に従い、受益者の生年月日を記入する。データがなければブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	N_RBO
	**(名前)
	
	
	
	


支払人の文書や公式記録によって情報提供国に示されたとおりに受益者の名前を記入する。フィールド＃8～＃12には、受益者の名前に関するデータを記入しなければならない。詳細は各フィールドの解説を参照してほしい。受益者が他の名前（通称）で知られている場合には、そのデータをフィールド＃17～＃21に記入する。詳細はそれぞれのフィールドを参照すること。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F008
	*名前フォーマット種別
	56
	1
	n
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、名前の詳細は、57～266バイトの

左寄せ文字列で入力する。


フィールド＃9～＃12では、受益者の名前に関するデータを57～266の210バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入するか、あるいは4フィールドにまたがって記入するか、どちらかを選択する。フィールド＃9～＃12のデータを1つのフィールドで記入する場合には、「1」と入力する。受益者が法人のときには、「1」を選ぶことが多い。この場合、名前の詳細はすべて210バイトの左寄せの1つの文字列で記入する。名前をいくつかの部分に分けるときには、ブランクで区切る。フィールド＃9～＃12のデータをそれぞれのフィールドに別々に記入する場合には、「0」と入力する。フリーフォーマットは、名前の詳細に疑問がある場合（どれがキーネームで、どれがファーストネームかわからない場合など）で、受取国の方が正確な判断を下せると思うときに使用すべきである。ちなみに「キーネーム」は、文化的に中立であることを意図して使用している語で、国によっては「surname」、「last name」、「family name」などと呼ばれていることがある。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FreeForm1
	*(名前フリーフォーマット)
	57
	210
	an
	


フィールド＃8で「1」を選んだ場合には、受益者の名前の詳細を210バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入する。受益者が個人のときには、姓、ファーストネーム、ミドルネームまたはイニシャル（該当する場合のみ）、称号（該当する場合のみ。Mr.、Mrs.など）、サフィックス（該当する場合のみ。Esquire、Seniorなど）を記入する。法人（企業、パートナーシップなど）のときには、登記上の名前や文書に記録されている名前を記入する。名前をいくつかの部分に分ける場合には、ブランクで区切る。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FixForm1
	*(名前固定フォーマット)
	
	
	
	フィールドの下位区分の詳細を説明


フィールド＃8で「0」を選んだ場合には、受益者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃9～＃12に、受益者が個人のときには姓（＃9）、ファーストネーム、ミドルネームまたはイニシャル（該当する場合のみ）（＃10）、称号（該当する場合のみ。Mr.、Mrs.など）（＃11）、サフィックス（該当する場合のみ。Esquire、Seniorなど）（＃12）を記入する。ちなみに「キーネーム」は、文化的に中立であることを意図して使用している語で、国によっては「surname」、「last name」、「family name」などと呼ばれていることがある。受益者が法人（企業、パートナーシップなど）で、推奨したフリーフォーマットを使用しないときには、フィールド＃9に完全な組織名を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F009
	キーネーム
	57
	70
	an
	「キーネーム」とは、個人の場合には姓、法人の場合には

組織名のことである。


フィールド＃8で「0」を選んだ場合には、受益者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃9には、受益者が個人のときには姓、法人のときには組織名（法人に対し推奨したフリーフォーマットを使用していない場合）を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F010
	その他の名前
	127
	70
	an
	その他の名前としては、ファーストネーム、ミドルネーム、

イニシャルなどが含まれる。


フィールド＃8で「0」を選んだ場合には、受益者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃10には、ファーストネーム、ミドルネーム、イニシャルを記入する。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F011
	称号
	197
	35
	an
	称号には、Mr、Mrs、Doctor（博士）、

Sir、Professor（教授）などが含まれる。


フィールド＃8で「0」を選んだ場合には、受益者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃11には、称号を記入する。称号には、Mr、Mrs、Doctor、Sir、Professorなどが含まれる。慣習に従い、略字を使用してもかまわない。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F012
	サフィックス
	232
	35
	an
	サフィックスには、Esquire、Senior、Junior などが含まれる。


フィールド＃8で「0」を選んだ場合には、受益者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃12には、サフィックスを記入する。サフィックスには、Esquire、Senior、Juniorなどが含まれる。慣習に従い、略字を使用してもかまわない。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F013
	**性別
	267
	1
	a
	F – 女性、M – 男性、N – 個人でない場合、
U – 不明


所得の受益者は、個人、企業、パートナーシップ、その他の事業組織や恒久的施設の場合がある。個人を除いてすべて「N」と入力する。パートナーシップ—たとえば、2人の男性のパートナーシップ—のときも「N」とする。個人は、状況に応じて「F」、「M」または「U」と入力する。情報提供国は大文字を使わなくてはならないが、受取国は大文字でも小文字でもどちらでも処理できる。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F014
	**出生都市
	268
	35
	an
	


受益者が生まれた都市名を記入する。受益者の身元をさらに明らかにするうえで有用なフィールドである。自然人だけが対象になる。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F015
	**出生都市の下位単位
	303
	35
	an
	


受益者が生まれた都市の下位単位名を入力する。受益者の身元をさらに明らかにするうえで有用なフィールドである。自然人だけが対象になる。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。通常、このフィールドは、いくつかの地区に分割されている大都市の場合に使用する（マンハッタン（ニューヨーク）、クロイツベルク（ベルリン）など）。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F016
	**出生国コード
	338
	2
	a
	ISO 3166
2バイトのアルファベットまたはブランク


受益者の出生都市がある国のコードをISO 3166の2バイトのアルファベットで記入する。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	ALI
	**(通称その他)
	
	
	
	


受益者の中には、別の名前（通称）で知られている場合もある。法人（企業、パートナーシップなど）では、正式な組織名ではなく、もっと短い名前や、人々が覚えやすいような名前が使われることがある（「doing business as（DBA）」や「trading as（TA）」（いずれも「通称」の意）で呼ばれている企業で、たとえば米国では、ダイムラー・クライスラーは今も単に「クライスラー」と呼ばれている。）このような通称に関するデータをフィールド＃17～＃21に記入する。データがなければブランクにしておく（おそらくブランクの場合が多いだろう）。これらフィールドの解説は、フィールド＃8～＃12とあまり変わらないが、「名前」のフィールド群は数値フィールドであったのに対し、ここでは、通称が不明な場合のブランク値を考慮に入れるため、英数字フィールドとして指定されている。
	フィールド／フィールド群
	_フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F017
	*名前フォーマット種別
	340
	1
	an
	0 – 固定
1 – フリー

通称がなければブランク
フリーの場合、名前の詳細は、341～550バイトの左寄せ文字列で入力する。


フィールド＃18～＃21では、受益者の通称に関するデータを341～550の210バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入するか、あるいは4フィールドにまたがって記入するか、どちらかを選択する。フィールド＃18～＃21のデータを1つのフィールドで記入する場合には、「1」と入力する。受益者が法人のときには、「1」を選ぶことが多い。この場合、通称の詳細はすべて210バイトの左寄せの1つの文字列で記入する。名前をいくつかの部分に分けるときには、ブランクで区切る。フィールド＃18～＃21のデータをそれぞれのフィールドに別々に記入する場合には、「0」と入力する。フリーフォーマットは、通称の詳細に疑問がある場合（どれがキーネームで、どれがファーストネームかわからない場合など）で、受取国の方が正確な判断を下せると思うときに使用すべきである。ちなみに「キーネーム」は、文化的に中立であることを意図して使用している語で、国によっては「surname」、「last name」、「family name」などと呼ばれていることがある。通称に関するデータがないときに、そのフィールド群全体をブランクのままにしておけるよう、「名前」の場合と違ってここでは英数字フィールドが指定され、ブランクも有効なエントリになっている。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FreeForm2
	*(名前フリーフォーマット)
	341
	210
	an
	


フィールド＃17で「1」を選んだ場合には、受益者の通称の詳細を210バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入する。受益者が個人のときには、姓、ファーストネーム、ミドルネームまたはイニシャル（該当する場合のみ）、称号（該当する場合のみ。Mr.、Mrs.など）、サフィックス（該当する場合のみ。Esquire、Seniorなど）を記入する。法人（企業、パートナーシップなど）のときには、登記上の名前や文書に記録されている名前を記入する。名前をいくつかの部分に分ける場合には、ブランクで区切る。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FixForm2
	*(名前固定フォーマット)
	
	
	
	フィールドの下位区分の詳細を説明


フィールド＃17で「0」を選んだ場合には、受益者の通称に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃18～＃21に、受益者が個人のときには姓（＃18）、ファーストネーム、ミドルネームまたはイニシャル（該当する場合のみ）（＃19）、称号（該当する場合のみ。Mr.、Mrs.など）（＃20）、サフィックス（該当する場合のみ。Esquire、Seniorなど）（＃21）を記入する。ちなみに「キーネーム」は、文化的に中立であることを意図して使用している語で、国によっては「surname」、「last name」、「family name」などと呼ばれていることがある。受益者が法人（企業、パートナーシップなど）で、推奨したフリーフォーマットを使用しないときには、フィールド＃18に完全な組織名を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F018
	キーネーム
	341
	70
	an
	「キーネーム」とは、個人の場合には姓、法人の場合には

組織名のことである。


フィールド＃17で「0」を選んだ場合には、受益者の通称に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃18には、受益者が個人のときには姓、法人のときには組織名（法人に対し推奨したフリーフォーマットを使用していない場合）を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F019
	その他の名前
	411
	70
	an
	その他の名前としては、ファーストネーム、ミドルネーム、

イニシャルなどが含まれる。


フィールド＃17で「0」を選んだ場合には、受益者の通称に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃19には、ファーストネーム、ミドルネーム、イニシャルを記入する。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F020
	称号
	481
	35
	an
	称号には、Mr、Mrs、Doctor（博士）、

Sir、Professor（教授）などが含まれる。


フィールド＃17で「0」を選んだ場合には、受益者の通称に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃20には、称号を記入する。称号には、Mr、Mrs、Doctor、Sir、Professorなどが含まれる。慣習に従い、略字を使用してもかまわない。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F021
	サフィックス
	516
	35
	an
	サフィックスには、Esquire、Senior、Junior などが含まれる。


フィールド＃17で「0」を選んだ場合には、受益者の通称に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃21には、サフィックスを記入する。サフィックスには、Esquire、Senior、Juniorなどが含まれる。慣習に従い、略字を使用してもかまわない。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	ICO
	**(気付)
	
	
	
	


何らかの役割（法的役割、管理上の役割、機能的役割など）で受益者の代理をしている人のことである。代理と言っても、他の人の私書箱を使っているといった単純なケースも含めるものとし、必ずしも法的義務や責任を意味するものではない。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F022
	*名前フォーマットタイプ
	551
	1
	an
	0 – 固定
1 – フリー

気付がなければブランク
フリーの場合、名前の詳細は、552～761バイトの

左寄せ文字列で入力する。


フィールド＃23～＃26では、気付の名前に関するデータを552～761の210バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入するか、あるいは4フィールドにまたがって記入するか、どちらかを選択する。フィールド＃23～＃26のデータを1つのフィールドで記入する場合には、「1」と入力する。受益者が法人のときには、「1」を選ぶことが多い。この場合、名前の詳細はすべて210バイトの左寄せの1つの文字列で記入する。名前をいくつかの部分に分けるときには、ブランクで区切る。フィールド＃23～＃26のデータをそれぞれのフィールドに別々に記入する場合には、「0」と入力する。フリーフォーマットは、名前の詳細に疑問がある場合（どれがキーネームで、どれがファーストネームかわからない場合など）で、受取国の方が正確な判断を下せると思うときに使用すべきである。ちなみに「キーネーム」は、文化的に中立であることを意図して使用している語で、国によっては「surname」、「last name」、「family name」などと呼ばれていることがある。気付の名前に関するデータがないときに、そのフィールド群全体をブランクのままにしておけるよう、受益者の名前の場合と違ってここでは英数字フィールドが指定され、ブランクも有効なエントリになっている。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FreeForm3
	*(名前フリーフォーマット)
	552
	210
	an
	


フィールド＃22で「1」を選んだ場合には、気付に関するデータを210バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入する。気付が個人のときには、姓、ファーストネーム、ミドルネームまたはイニシャル（該当する場合のみ）、称号（該当する場合のみ。Mr.、Mrs.など）、サフィックス（該当する場合のみ。Esquire、Seniorなど）を記入する。法人（企業、パートナーシップなど）のときには、登記上の名前や文書に記録されている名前を記入する。名前をいくつかの部分に分ける場合には、ブランクで区切る。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FixForm3
	*(名前固定フォーマット)
	
	
	
	フィールドの下位区分の詳細を説明


フィールド＃22で「0」を選んだ場合には、気付に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃23～＃26に、気付が個人のときには姓（＃23）、ファーストネーム、ミドルネームまたはイニシャル（該当する場合のみ）（＃24）、称号（該当する場合のみ。Mr.、Mrs.など）（＃25）、サフィックス（該当する場合のみ。Esquire、Seniorなど）（＃26）を記入する。ちなみに「キーネーム」は、文化的に中立であることを意図して使用している語で、国によっては「surname」、「last name」、「family name」などと呼ばれていることがある。気付が法人（企業、パートナーシップなど）で、推奨したフリーフォーマットを使用しないときには、フィールド＃23に完全な組織名を記入する。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F023
	キーネーム
	552
	70
	an
	「キーネーム」とは、個人の場合には姓、法人の場合には

組織名のことである。


フィールド＃22で「0」を選んだ場合には、気付に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃23には、気付が個人のときには姓、法人のときには組織名（法人に対し推奨したフリーフォーマットを使用していない場合）を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F024
	その他の名前
	622
	70
	an
	その他の名前としては、ファーストネーム、ミドルネーム、

イニシャルなどが含まれる。


フィールド＃22で「0」を選んだ場合には、気付に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃24には、ファーストネーム、ミドルネーム、イニシャルを記入する。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F025
	称号
	692
	35
	an
	称号には、Mr、Mrs、Doctor（博士）、

Sir、Professor（教授）などが含まれる。


フィールド＃22で「0」を選んだ場合には、気付に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃25には、称号を記入する。称号には、Mr、Mrs、Doctor、Sir、Professorなどが含まれる。慣習に従い、略字を使用してもかまわない。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F026
	サフィックス
	727
	35
	an
	サフィックスには、Esquire、Senior、Junior などが含まれる。


フィールド＃22で「0」を選んだ場合には、気付に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃26には、サフィックスを記入する。サフィックスには、Esquire、Senior、Juniorなどが含まれる。慣習に従い、略字を使用してもかまわない。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	A_RBO
	**(住所)
	
	
	
	


フィールド＃27～＃33には、支払い主体や情報提供当局に記録されている、受益者の主たる住所または通常の住所を記入する。これは、受益者の身元を明らかにするとともに、郵便の送付手段を提供することを主な目的としている。この住所は、必ずしも租税に関わるものでなくてもよい。また、基本的にはどの国でもかまわない。これとは別の住所を特定したときには、次のフィールド群（フィールド＃34～＃40）でそれを受領国に通知することができる。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F027
	*住所種別
	762
	1
	n
	0 – 居住用または事業用 

1 – 登記上本店
2 – その他または不明


受益者の住所の種別（0：居住用または事業用、1：登記上本店、2：その他または不明）を選び、記入する。住所は他の国の居住者に関連していることが多いため、情報提供国では種別の特定はむずかしいかもしれない。はっきりしない場合には、「2」と入力する。

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F028
	*住所フォーマット種別
	763
	1
	n
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、住所の詳細は、764～912バイトの

左寄せ文字列で入力する。


フィールド＃29～＃32では、受益者の住所に関するデータを1つの長いフィールドとして記入するか、あるいは4フィールドにまたがって記入するか、どちらかを選択する。フィールド＃29～＃32の4つのフィールドにデータを分けて記入する場合には、「0」と入力する。1つのフィールドに記入する場合には「1」と入力し、受益者の住所に関する詳細のすべてを149バイトの1つの左寄せの文字列で記入する。住所の各部分は、ブランクか「／（スラッシュ）」で区切る。住所国コードについては、固定・フリーのどちらのフォーマットを選んでも別途指定することになるので注意してほしい。照合の円滑化のため、原則として固定フォーマットの使用を推奨するが、住所の各部分の特定・区別がむずかしいときには、フリーフォーマットの使用を勧める。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FreeForm4
	*(住所フリーフォーマット)
	764
	149
	an
	


フィールド＃28で「1」を選んだ場合には、受益者の住所に関するデータを149バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入する。通り名、番地、都市名、国の下位単位（該当する場合のみ。州、省といった行政区画）、郵便番号を記入する。住所の各部分は、ブランクで区切る。印刷形態の住所における改行場所を示すために「／（スラッシュ）」を使ってもよい。このフィールドには住所国コードは記入しない。住所情報は、受益者が居住しているか所在する国で通常使われている住所構造のまま提供することを強く推奨する。状況に応じて、「ad-strct」リンク先の構造情報を参照してほしい。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FixForm4
	*(住所固定フォーマット)
	
	
	
	フィールドの下位区分の詳細を説明


フィールド＃28で「0」を選んだ場合には、受益者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃29～＃32）に分けて記入する。
� これらその他の情報については、現在のところ、OECDが開発した標準情報提供フォーマット（SMF／STF）ではサポートしていない。


� XML：構造化された情報を含む文書の記述に用いられる技術言語。「extensible」とは、完全に交換してしまうのではなく、追加によって拡張することができるシステムのことを指している。


� GNU Privacy Guardは、フリーソフトウエア財団が開発した一式のプログラムで、データの保護と暗号化のためのセキュリティソリューションを提供している（� HYPERLINK "http://www.gnugp.org" ��www.gnugp.org�参照）。PGP（Pretty Good Privacy）規格を採用しており、PGP商業製品と互換性がある。PGPは、高度なセキュリティの符号化アルゴリズムを提供するよう設計された暗号化プログラムで、現在広く使用されている。
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